
（2022.4～2023.3）

環境経営レポート

2023年6月21日作成

株式会社丸三興業

　

エコアクション２１



（１）組織の概要

事業者名および代表者名 環境管理責任者及び担当者連絡
株式会社丸三興業　　代表取締役　本野裕二郎 大塚　大介

e-mail　maru3@gray.plala.or.jp
所在地 本社 〒120-0011 草加支社 〒340-0003

東京都足立区中央本町二丁目９番８号 埼玉県草加市稲荷１－４－１
℡03-3849-6321 ℡048-925-5121
fax03-3849-6337 fax048-924-7162

法人設立年月日　　昭和48年2月28日 役員・社員 役員　3名
資本金　　2,400万円 本社　7名
売上高　50,167万円/2021年度 草加　25名

事業内容 産業廃棄物処理業（収集運搬・中間処理） 貯水槽・排水槽清掃
一般廃棄物収集運搬業 浄化槽清掃

建物清掃及び管理業

東京都 ※
収集運搬
(積替保管を除く）
東京都
特管運搬
(積替保管を除く）
埼玉県 ※
収集運搬
(積替保管を含む）

埼玉県
特管運搬
(積替保管を除く）
埼玉県
中間処理
(破砕）
茨城県 ※
収集運搬
(積替保管を除く）
千葉県 ※
収集運搬
(積替保管を除く）
栃木県 ※
収集運搬
(積替保管を除く）
栃木県
特管収運
(積替保管を除く）
福島県 ※
収集運搬
(積替保管を除く）
神奈川県　※
収集運搬
(積替保管を除く）
群馬県 ※
収集運搬
(積替保管を除く）
長野県 ※
収集運搬
(積替保管を除く）
※　水銀含有廃棄物の許可取得済み
建築物飲料水貯水槽清掃業登録　 ～

処理実績 産業廃棄物 収集運搬 6,539ｔ 中間処理 21ｔ
（令和4年度） 一般廃棄物 収集運搬 3,090ｔ
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２３区
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八潮市

施設の概要

収集運搬車両 パッカー車　 9台 バキューム車 10台
ダンプ車 4台 ｱｰﾑﾛｰﾙ車 5台
バン車 2台 トラック車 4台

積替保管施設の種類・能力（草加支店）

保管の面積 保管の高さ
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類、ｺﾞﾑくず、金属くず 33.0㎡ 1.6m（屋内）
ｶﾞﾗｽ･ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず
がれき類
紙くず、繊維くず 7.5㎡ 1.6m（屋内）
木くず 6.8㎡ 1.6m（屋内）

中間処理の種類・能力

産業廃棄物の種類
廃ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ類

廃プラスチック回収 破砕 　　　リサイクル業者

10.0㎥

処理能力
4.0t/日

産業廃棄物の種類

施設の種類
破砕施設

8.8㎥

44.0㎥

保管上限

※大田区、中野区、板橋区、目黒区を除く
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7
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平成26年4月1日
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平成26年4月1日
○（台東区）

許可日
許可番号
許可期限



（２）対象範囲

　　①認証・登録事業者名称
　　　株式会社丸三興業
　　　東京都足立区中央本町2-9-8
　　　支店：株式会社丸三興業草加支社
　　　　　　　埼玉県草加市稲荷1-4-1

　　②認証登録番号
　　0003892
　　　　　認証登録日：2009年7月22日
　　前回更新登録日：2021年7月22日

　　③レポートの対象期間及び発行日
　　　　対象期間：2022年4月～2023年3月
　　　　発行日：2023年6月21日

　　　
　　④事業活動
　　　　産業廃棄物処理業（収集運搬・中間処理）、一般廃棄物
　　　　収集運搬業、貯水槽・排水槽・浄化槽清掃維持管理及
        び建物清掃・管理業務



（３）環境経営方針

株式会社丸三興業　環境経営方針

基本理念

株式会社丸三興業は廃棄物処理業者として、環境関連
法規を順守し廃棄物の減量、リサイクルの向上を目指しお客
様とともに地球の環境保全につとめ、以下の事項を約束します。

①        　エコドライブ、エコ整備等による二酸化炭素の
排出量の低減に努めます。

②        　リサイクル率を高め地球上の廃棄物低減に努めます。

③        　使用水道量の削減に努めます。

④   　会社回りを清掃し地域の環境保全に協力します。

⑤　　環境経営の継続的改善に努めます。

⑥　　グリーン購入に努めます。

⑦　　環境経営方針は全従業員に周知します。

株式会社　丸三興業
代表取締役　本野裕二郎

制定　2008/11/1
改定　2022/ 4/1



（４）環境経営目標とその実績及び次年度以降の目標

基準年度
（H28年度）

令和2年度
(R2.4～
R3.3)

令和3年
度(R3.4～

R4.3)

令和5年
度(R5.4～

R6.3)

　　 実績 実績 目標 実績
達成率

（目標比） 評価 目標

燃料の削減

262,920 211,327 239,713 260,000 206,722 126% 〇 245,000

草加燃費(平均）km/L 5.24 6.40 6.28 5.00 6.41 128% 〇 5.50

本社使用量（L/月） ー 172 168 170 166 102% 〇 170

　　ﾘｻｲｸﾙ率向上

ﾘｻｲｸﾙ率（ﾘｻｲｸﾙ量/廃棄物量） 58% 25% 28% 50% 28% 56% × 50%

　　水使用量の削減

使用量（ｍ³） 313 469 318 347 92% × 320
電力の二酸化炭素排出量は、基礎排出係数　0.500kg-CO2/kWhで算出し、排出量は13,926kg-CO2です。
したがって、二酸化炭素総排出量は220,648kg-CO2です。

１．二酸化炭素排出量低減(燃料）

２．リサイクル率の向上

３．水使用量の削減

４．周囲の清掃
本社では、コロナ禍で全体清掃の回数は減らしたが、個人が状況を見
て常に清掃している。この意識を継続していく。
草加においては、事務員が敷地内外の清掃を毎日行っている。
また、各自が自発的に行うなど、従業員全員の意識が高くなっている。

５．グリーン購入
物品の購入時に必ず確認しており、今後とも継続していく。

本社・草加支店ともに節水の意識は高く、水使用量は削減傾向にある。
草加支店では散水車や高圧洗浄車の使用頻度、本社では植栽整理等で目標
達成できなかった月はあったものの、掲示物や声かけは積極的に行われてい
た。今後も目標達成を目指して日々の行動へのアプローチを優先する。

356

二酸化炭素排出量(燃料）kg-CO2

令和４年度(R4.4～R5.3)

二酸化炭素排出量は昨年に比べて大幅に減少した。
車両入れ替えによる恩恵もあるが、目標であったドライバーのエコドライブへの
意識は研修や班会議により高まっている。
草加支店の燃費は安定して目標を達成できていることから、来年度以降
の目標値を高くすることを検討する。

近年目標値を大きく下回っているが、分別意識の浸透による自社リサイクルの
限界を感じる。
新しい処理場・処理方法の開拓が必要な段階であり、新しい情報を取得するこ
と、引き続き今までの分別を高いレベルで行うことが今後の課題である。



（５）実施体制

作成日

作成者 大塚　大介

　　　全体責任者
　　　本野裕二郎

　　　大塚　大介

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境経営システムの実施及び管理に必要な設備・費用・情報・人を用意

・環境管理責任者を任命

・全体の評価と見直しを実施

・経営における課題とチャンスの明確化

・環境経営システムを構築・運用する（代表者からＥＡ２１の権限を委任）

・実施体制の構築（組織図及び役割・責任・権限）

・環境目標・環境活動実施計画書/実績表の作成

・教育・訓練の実施を指示

・環境上の緊急事態への準備・対応

・環境活動レポート作成

・環境活動の取り組み結果を代表者へ報告

・外部環境情報の窓口（業務部）

・環境活動への負荷及び取組チェック実施

・環境関連法規等の取りまとめ表作成と遵守評価実施

・環境関連文書・記録の管理

・自部門の環境活動の実施

・環境目標及び環境活動計画の実施・確認・評価、達成状況の報告

・環境活動におけるチェックリストの記録・運用管理

・実施上の問題点の是正・予防処置実施

・環境経営目標及び環境経営計画の実施・確認・評価・達成状況の報告

・環境経営におけるチェックリストの記録・運用管理

・実施上の問題点の是正・予防処置実施予防処置実施

・環境方針を理解し、環境への取り組みの重要性を自覚

・ＥＡ２１で決められた各自の役割を実施

令和3年6月25日

代表者（社長）

電気・燃料
中村　良太

水道
杉浦　綾子

グリーン購入
杉浦　綾子

電気・燃料
中山　秀樹

水道・リサイクル
池田　誠

全従業員

亀田　英男 石﨑　賢一

環境管理責任者

本社 草加支店

全従業員

草加支店

役割・責任・権限

電気・燃料
水道・リサイクル

グリーン購入担当

環境管理責任者

本社



１．燃費の向上
本社では、エコドライブの意識付けを行うとともに、公共交通機関の利用、
コロナ過での客先回りの効率化を更に進める。
草加では、エコ運転の実践等の成果も出ていると思うが、新車の導入による低減も
大きいと考えられる。今期の結果を加味して目標再設定に向けた検討を重ねていく。

２．リサイクル率の向上
収集する顧客については大きな変更はないので、リサイクル率の向上は難しい。
分別収集を徹底してリサイクル率を今後も上げていくとともに、情勢の変化に合わ
せ目標の設定の変更を検討する。

３．水使用量の削減
請負った業務内容で給水車の利用が左右されるため、目標の設定も検討する。
本社では水道の閉め忘れ対策を行うとともに、昨年に引き続き、捨てる必要のな
い水を可能な限り再利用する。

４．周囲の清掃
　　 本社は個々がゴミ拾いを継続している。草加支社では事務員が毎日清掃しており

他の従業員も適宜実施している。引き続き継続していく。
５．グリーン購入
　　 日常的にグリーン購入を継続しており、購入品目も把握している。

初めての購入に関しては今後も細かく確認し決定をしていきたい。

１．燃費の向上
本社では、燃費の良い新車を導入したことに加え、エコドライブの意識が更に
高まった。今後は燃費対利益についての意識付けを進める。
草加支社は、エコ運転の意識は高い。しかしながら車両を毎年２台程度新車に
切り替えていることも燃費の達成に影響している。
目標数値を引き上げ燃費向上に努める。

２．リサイクル率の向上
排出事業者には分別を進言しているため、当社による分別リサイクルの
余地がない状況である。
試験的に汚泥を含めた目標値を設定したが、廃プラスチック類の目標は
見直すことを検討する。

３．　水使用量の削減
今期は大幅に使用量を削減できたが目標には届かなかった。
本社は植栽利用等で使用する機会は増えたが節水の意識は高まっている。
草加支店は散水車や高圧洗浄車を使用する仕事の請負数で使用量が
大きく増減する関係で、コントロールすることは難しい。
今後は機材洗浄時の節水意識を高めていく。

４．　会社周囲の定期清掃
全体的に、自発的にゴミを拾うなど、従業員の意識が高くなっている。
引き続き継続していく。

５．　グリーン購入
物品の注文時に必ず確認しており、今後とも継続していく。

計画の内容

取組結果と次年度の取り組み内容

（６）環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその
　　 評価、並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画



（７）環境法令等の遵守状況

No.

1

2

3

4

5

環境関連法規は遵守していることを確認しました。
なお関係当局より違反等の指摘は過去5年間ありません。
また、訴訟なども過去５年ありません。

（８）代表者による全体の評価と見直し・指示
令和5年6月21日

全体評価
（燃料）

（ﾘｻｲｸﾙ）

（水道使用量)

次年度の取組

排出事業者の分別意識も高まったことで当社によるリサイクルには限界があ
る状態が続いている。今期は試験的に汚泥も含めたリサイクル率を追いかけ
るよう指示したが、汚泥を含めた数値で目標を設定するかどうかは今後検討
する。

使用量の大幅削減は日ごろの節水意識の高まりの成果だと感じる。
草加支店では仕事依存のため毎月安定して目標を達成することは難しい
が、一人ひとりの節水意識を高めること、こまめな使用量確認を引き続き指
示した。

社会情勢や環境変化に伴い令和4年度を新たな基準年とし、成果のあったも
のを引き続き進めていく。
環境に対する個々の意識は高まっているものの、新しい取り組みの提案や
自発的な行動を促す環境づくりに重点的に取り組む。

法令・条例名 規制内容・実施状況

廃棄物の処理及び清掃に関する法律

浄化槽法

消防法

労働安全衛生法
安全衛生推進者の選任

作業主任者の選任

フロン排出抑制法

契約書の締結・管理
マニフェストの管理・運用

実績報告
4か月ごとの保守点検

年1回の清掃
11条検査の実施

消防用設備等の設置・維持
消防設備の点検・報告（草加市火災予防条例）

3か月ごとの簡易点検

本社・草加支店ともに目標は達成したが、車両依存による影響も大きいと考
えている。新しい基準作成の検討を指示した。
エコドライブの意識付けのための資料を適宜用意したが、草加支店では自発
的に定期会議の議題にあげるなど一定の効果を確認できた。
ガソリン価格の高騰等も考え、今後も引き続きの意識醸成と新しい案を模索
していく。


